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ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
法
的
地
位
な
ど
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

私
は
、
平
成
十
九
年
三
月
九
日
付
で
「
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
法
的
地
位
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
以
下
、
単
に
三
月
九

日
付
質
問
主
意
書
と
い
う
）
」
を
提
出
し
、
同
年
三
月
二
十
日
、
内
閣
よ
り
答
弁
書
（
以
下
、
単
に
三
月
二
十
日
付
答
弁
書
と

い
う
）
を
受
領
し
た
。
私
の
三
月
九
日
付
質
問
主
意
書
に
対
す
る
三
月
二
十
日
付
答
弁
書
は
、
あ
ま
り
に
も
杜
撰
で
あ
り
、
疑

問
だ
ら
け
の
答
弁
書
で
あ
る
。
三
月
二
十
日
付
答
弁
書
の
内
容
を
踏
ま
え
、
問
題
意
識
を
深
め
、
正
確
な
事
実
を
把
握
す
る
観

点
か
ら
再
質
問
す
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

私
は
、
三
月
九
日
付
質
問
主
意
書
で
、
「
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
（
沖
縄
人
）
」
が
、
法
的
に
日
本
国
民
に
な
っ
た
始
期
と
法

的
根
拠
を
問
う
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
月
二
十
日
付
答
弁
書
に
よ
る
と
、
「
お
尋
ね
の
「
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

（
沖
縄
人
）
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
」
と
断
っ
た
う
え
で
、
「
遅
く
と
も
明
治
三
十
二
年
に
制

定
さ
れ
た
旧
国
籍
法
施
行
の
時
か
ら
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
に
制
定
さ
れ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
（
以
下
、
旧
憲
法
と
い
う
）
第
十
八
条
は
、
「
日
本
臣

民
タ
ル
ノ
要
件
ハ
法
律
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
ル
」
と
規
定
し
て
い
る
。
旧
憲
法
第
十
八
条
で
規
定
す
る
「
日
本
臣
民
タ
ル
ノ
要

一



件
」
と
は
、
法
律
上
、
い
か
な
る
意
味
か
、
国
籍
を
意
味
す
る
の
か
。
旧
国
籍
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
、
「
日
本
臣
民
タ
ル

ノ
要
件
」
を
規
定
す
る
個
別
具
体
的
な
法
律
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
て
良
い
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

二

旧
国
籍
法
が
施
行
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
年
）
四
月
一
日
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
九
八
年
（
明

治
三
十
一
年
）
一
月
一
日
か
ら
沖
縄
に
お
い
て
も
「
徴
兵
令
」
が
施
行
さ
れ
、
「
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
（
沖
縄
人
）
」
も
徴
兵

対
象
と
な
り
、
現
に
徴
兵
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
「
徴
兵
令
」
第
一
条
が
定
め
る
「
日
本
帝
国
臣
民
」
が
、
ど
の
よ
う
な
法

的
地
位
を
有
し
た
者
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
「
日
本
帝
国
臣
民
」
と
は
、
我
が
国
の
国
籍
の
有
無
と
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
る
と
考
え
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

三
月
二
十
日
付
答
弁
書
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
七
年
二
月
二
十
九
日
の
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
布
令
第
六
十
八
号
で
、

「
琉
球
住
民
」
の
定
義
及
び
権
利
義
務
等
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
支
配

下
に
あ
っ
た
沖
縄
に
お
い
て
、
我
が
国
の
法
律
が
効
力
を
有
し
、
「
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
（
沖
縄
人
）
」
に
適
用
さ
れ
た
と
考

え
て
い
る
の
か
。
布
令
布
告
の
効
力
と
我
が
国
の
法
律
の
効
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

二



四

政
府
は
、
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
布
令
第
六
十
八
号
第
三
条
に
い
う
「
琉
球
住
民
」
は
、
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
た
と
答

え
て
い
る
。
日
本
国
籍
を
有
す
る
「
琉
球
住
民
」
以
外
の
者
と
同
じ
権
利
義
務
を
有
し
て
い
た
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

五

三
月
二
十
日
付
答
弁
書
に
よ
る
と
、
「
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
の
沖
縄
の
復
帰
前
に
お
い
て
は
、
日
本
国
憲
法
は
、

観
念
的
に
は
同
地
域
に
施
行
さ
れ
て
い
た
」
と
答
え
て
い
る
。
右
答
弁
書
に
い
う
「
観
念
的
施
行
」
と
は
、
法
律
上
、
ど
の

よ
う
な
意
味
を
い
う
の
か
。
そ
も
そ
も
日
本
国
憲
法
や
法
律
一
般
に
お
い
て
、
「
観
念
的
施
行
」
と
い
う
概
念
が
存
在
す
る

の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

三
月
二
十
日
付
答
弁
書
に
よ
る
と
、
「
沖
縄
を
含
む
我
が
国
と
各
連
合
国
と
の
間
の
戦
争
状
態
は
、
日
本
国
と
の
平
和
条

約
に
よ
り
、
同
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
に
終
了
し
た
」
と
答
え
て
い
る
。
右
答
弁
書
で
い
う

「
戦
争
状
態
」
と
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
。
日
本
国
と
の
平
和
条
約
が
発
効
し
た
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
か

ら
、
沖
縄
の
復
帰
の
日
で
あ
る
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
沖
縄
支
配
が
、
「
戦
争
状
態
」
で

な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
状
態
の
支
配
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


